
（１）平成２３年７月１日            あ  お  ぞ  ら                  〔第１７号〕 

「有秋支部のこれからの事業」

◎敬老会 9 月 19 日 （祝）

◎福祉バザー 11 月 6 日 （日）

◎いきいきサロン（会食会、茶話会）　

◎子育て支援事業 有秋支所二階会議室

◎総合防災訓練へ参加 9 月 4 日

◎小域福祉（防災）ネットワーク 毎月第４土曜

 ● 収 入 の 部 4,168,264 3,656 ,546

交 付 金 3,014,036 2,519 ,600

各 事 業 会 費 725,000 600,000

繰 越 金 390,087 535,846

寄 付 金 、 利 子 401 100

雑 収 入 38,740 1,000

 ● 支 出 の 部 3,632,418 3,656 ,546

会 議 室 115,760 0

事 務 費 60,152 130,000

ネット ワー ク事 業費 241,016 210,000

一 般 事 業 費 795,130 870,000

敬 老 会 事 業 費 1,984,260 1,920 ,000

共 済 事 業 費 394,000 394,000

交 際 費 40,000 50,000

慶 弔 費 0 30,000

雑 費 2,100 10,000

予 備 費 0 42,546

 ● 残 　 　 高

繰 越 金 535,846 0

詳細は裏面に掲載

平 成 22年 度 収 入 ・支 出 決 算

【 事 業 計 画 と 予 算 】

平 成 23年 度 収 入 ・支 出 予 算

 ● 収 入 の 部

アネッサ

有秋公民館

有秋公民館詳細は裏面に掲載

繰 越 金

 ● 残 　 　 高

予 備 費

雑 費

慶 弔 費

各 事 業 会 費

交 際 費

共 済 事 業 費

敬 老 会 事 業 費

一 般 事 業 費

ネ ッ ト ワ ー ク 事 業 費

事 務 費

会 議 室

 ● 支 出 の 部

雑 収 入

寄 付 金 、 利 子

繰 越 金

交 付 金

（日）

有秋公民館

有秋西小
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市
原
市
社
会
福
祉
協
議
会 

有
秋
支
部
長 

永 

澤 

利 

夫 

盛
夏
の
候
皆
様
に
お
か
れ
ま
し 

て
は
、
ま
す
ま
す
ご
健
勝
の
こ 

と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

去
る
四
月
よ
り
社
会
福
祉
協
議 

会
有
秋
支
部
の
支
部
長
を
金
杉 

氏
よ
り
引
継
、
こ
の
大
役
を
務 

め
さ
せ
て
い
た
だ
く
事
に
な
り 

ま
し
た
。
三
月
十
一
日
に
東
日 

本
大
震
災
が
起
こ
り
地
域
の
力 

地
域
の
和
を
、
よ
り
大
切
に
し 

て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
こ 

と
を
見
せ
付
け
ら
れ
た
思
い
が 

し
ま
す
。
社
会
福
祉
協
議
会
は 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
活
動
し
て
い 

る
民
生
・
児
童
委
員
初
め
各
種 

団
体
の
集
合
体
で
成
り
立
っ
て 

い
ま
す
。
有
秋
地
区
も
他
の
地 

区
と
違
わ
ず
、
少
子
高
齢
化
、 

核
家
族
化
が
進
み
隣
近
所
の
皆 

様
や
町
会
、
自
治
会
役
員
の
皆 

様
の
お
世
話
に
な
る
こ
と
が
多 

く
な
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
お 

互
い
に
助
け
合
い
、
支
え
合
い 

の
気
持
ち
が
な
け
れ
ば
絆
は
で 

き
ま
せ
ん
の
で
皆
様
の
ご
高
配 

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し 

上
げ
ま
す
。
防
災
に
お
い
て
は 

各
町
会
、
自
治
会
に
お
い
て
も 

話
し
合
わ
れ
て
い
る
か
と
推
察 

い
た
し
て
お
り
ま
す
が
、
社
協 

有
秋
支
部
と
し
て
は
「
小
域
ネ 

ッ
ト
ワ
ー
ク
」
で
話
し
合
い
が 

も
た
れ
て
い
ま
す
。
各
町
会
長 

自
治
会
長
さ
ん
の
参
加
が
な
け 

れ
ば
話
が
進
み
ま
せ
ん
。
ご
協 

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
市 

に
お
い
て
も
第
四
次
市
原
市
地 

域
福
祉
活
動
計
画
（
あ
っ
た
か 

ハ
ー
ト
で
街
づ
く
り
計
画
Ⅳ
） 

を
五
年
計
画
で
進
め
て
い
く
よ 

う
で
す
。
今
は
有
秋
支
部
と
な 

っ
て
お
り
ま
す
が
、
二
年
後
に 

は
有
秋
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

と
な
り
ま
す
。
し
か
し
予
算
に
お

い
て
は
今
年
度
の
交
付
金
は
約

五
十
万
円
の
減
と
大
変
厳
し
い

状
況
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で

皆
様
の
ご
協
力
と
ご
理
解
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
し
て
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き

ま
す
。 

 

社
協
支
部
か
ら 

 
 

地
区
社
協
化
計
画 

市
原
市
「
地
域
福
祉
計
画
」 

を
受
け
、
市
原
市
社
会
福
祉
協 

議
会
（
以
下
社
協
）
は
、
地
域 

福
祉
活
動
計
画
を
掲
げ
、
住
民 

参
加
・
住
民
主
体
に
よ
る
「
新 

た
な
支
え
合
い
」
を
確
立
す
る 

た
め
に
、
学
校
区
を
単
位
と
す 

る
小
域
福
祉
圏
・
支
所
を
単
位 

と
す
る
中
核
福
祉
圏
組
織
の
推 

進
役
を
担
っ
て
活
動
を
し
て
い 

ま
す
。
そ
の
活
動
現
場
で
あ
る 

下
部
組
織
と
な
っ
て
い
る
「
社 

協
支
部
」
の
組
織
強
化
が
求
め 

ら
れ
て
い
ま
す
。 

地
区
内
の
生
活
課
題
や
ニ
ー 

ズ
へ
の
取
組
を
自
主
的
・
主
体 

的
に
実
践
す
る
組
織
と
し
て
、 

平
成
二
五
年
「
社
協
支
部
」
か 

ら
「
地
区
社
協
」
を
目
指
し
、 

財
政
的
に
も
自
主
運
営
が
で
き
、 

ま
た
地
域
の
福
祉
の
旗
振
り
と 

な
る
組
織
構
造
を
構
築
し
よ
う 

と
す
る
計
画
で
す
。 

今
、
市
原
市
で
は
第
二
次
地 

域
福
祉
計
画
が
展
開
さ
れ
よ
う 

と
し
て
い
ま
す
。
有
秋
地
区
で 

は
福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
推
進
会 

議
（
防
災
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）
を
、 

町
会
長
を
交
え
て
毎
月
第
四
土 

曜
日
に
会
合
を
重
ね
て
き
て
い 

ま
す
。
学
校
区
毎
に
課
題
を
抽 

出
し
、
解
決
に
向
か
っ
た
実
践 

活
動
が
今
度
の
地
域
福
祉
計
画 

で
も
と
め
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。 

小
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
し
て
、 

独
立
し
た
活
動
が
軌
道
に
乗
り
、 

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
し
て
相
互
に 

作
用
し
合
っ
て
、
ブ
ラ
ッ
シ
ュ 

ア
ッ
プ
で
き
る
こ
と
を
期
待
す 

る
と
こ
ろ
で
す
。 

 

（
Ｉ
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（有秋地区） 

世帯数：世帯 5,887 世帯 

人 口：人   15,113 人 

 男 ：人    7,947 人 

 女 ：人    7,166 人 

平成２３年６月１日現在 

発    行 

市原市社会福祉協議会 

有 秋 支 部 

ＴＥＬ：0436（66）0070 

平成２３年度市原市社会福祉協議会・有秋支部 理事名簿
No 役 職 名 所 属 団 体 氏  名 
1 顧    問 ボランティア有秋 金杉 茂 
2 支   部   長 ボランティア有秋 永澤 利夫 
3 副  支  部  長 連 合 会 長 鶴田 建男 
4 〃 民生児童委員協議会 坂井 眞由美 
5 〃 民生児童委員協議会 入島 久雄 
6 理事（会計担当） 保 護 司 会 広瀬 暉夫 
7 〃 ボランティア有秋 時谷 君子 
8 理事（事務担当） 民生児童委員協議会 前川 邦恵 
9 理事（事業担当） 保 護 司 会 大沼 一郎 
10 理    事 連 合 町 会 副島 渡 
11 〃 連 合 町 会 佐藤 重光 
12 〃 民生児童委員協議会 郡司 一二三 
13 〃 民生児童委員協議会 矢城 達郎 
14 〃 子 育 て 支 援 員  山田 智子 
15 〃 明 推 協 並木 とみ 
16 〃 体 育 指 導 員 齋藤 芳子 
17 〃 更 生 保 護 女 性 会 岡田 妙子 
18 〃 青 少 年 相 談 員  齋藤 友樹 
19 〃 団 地 協 石川 淳 
20 〃 有秋地区女性部会 清水 喜子 
21 〃 ボランティア有秋 宮本 民男 
22 〃 ボランティア有秋 鈴木 利男 
23 〃 ボランティア有秋 三戸 広二 
24 〃 ボランティア有秋 齋藤 昌雄 
25 〃 ボランティア有秋 福原 康吉 
26 〃 明 健 会 山縣 則子 
27 〃 市原市役所有秋支所 鈴木 等 
28 監    事 明 健 会 畠山 哲雄 
29 監    事 民生・児童委員協議会 谷田 靖彦 

 

平成２３年度市原市社会福祉協議会有秋支部 評議員名簿 

No 役 職 名 所 属 団 体 氏   名 

1 評 議 員 校 長 会 (小 学 校 ） 小澤 幸彦 

2 〃 校 長 会 (中 学 校 ） 二藤部 貞之 

3 〃 連 合 町 会 石川 雅朗 

4 〃 更 生 保 護 女 性 会 東島 光子 

5 〃 更 生 保 護 女 性 会 小島 弘子 

6 〃 子 育 て 支 援 員 並木 典子 

7 〃 青 少 年 相 談 員 泉水 和浩 

8 〃 体 育 指 導 員 安倍 保男 

9 〃 有秋地区女性部会 岩崎 キヌエ 

10 〃 明 推 協 藤原 忠 

11 〃 明 健 会 鈴木 ヤス江 

12 〃 市原市青少年補導員 島崎 勝一 

13 〃 市原市青少年補導員 倉持 好夫 

14 〃 ボランティア有秋 矢田部 信子 

15 〃 ボランティア有秋 齋藤 孝雄 

16 〃 市原市役所有秋公民館 切替 眞興 

17 〃 市原市役所有秋支所 星野 千富美 

18 〃 市原市役所有秋支所 中原 真乃 

19 〃 市原市役所有秋支所 神嵜 真佳 
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ご
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市
原
市
町
会
長
連
合
会 

有
秋
地
区
会
長 

鶴 

田 

建 

男 

「
ご
安
全
に
」 

三
・
一
一
発
生
し
た
東
日
本
大 

震
災
、
自
然
界
の
強
大
な
エ
ネ 

ル
ギ
ー
に
な
す
す
べ
も
な
く
破 

壊
さ
れ
崩
壊
し
た
町
、
加
え
て 

原
発
事
故
に
よ
る
想
定
外
の
被 

害
、
そ
れ
に
伴
う
風
評
被
害
の 

拡
大
等
、
取
巻
く
環
境
は
有
事 

そ
の
も
の
と
言
え
る
。
又
国
民 

不
在
と
も
言
え
る
政
治
は
混
迷 

の
一
途
を
辿
り
、
国
難
を
乗
り 

切
る
事
は
不
可
能
だ
と
断
言
せ 

ざ
る
を
得
な
い
。
こ
の
様
な
厳 

し
い
状
況
の
下
、
有
秋
地
区
会 

長
の
任
を
受
け
た
所
で
す
が
、 

震
災
の
影
響
は
大
き
く
動
静
を 

見
極
め
る
ま
で
時
を
要
し
た
事 

実
は
否
め
ず
責
務
の
重
大
さ
を 

痛
感
し
て
お
り
ま
す
。
先
ず
は 

計
画
し
て
い
る
盆
踊
り
大
会
の 

成
功
を
目
指
す
事
は
勿
論
、
諸 

行
事
の
充
実
を
図
り
な
が
ら
、 

地
区
町
会
が
一
丸
と
な
っ
て
こ 

の
難
局
を
乗
り
切
ろ
う
と
思
っ 

て
お
り
ま
す
。
社
会
福
祉
協
議 

会
は
本
来
地
域
の
福
祉
を
推
進 

す
る
上
で
重
要
な
役
割
を
担
っ 

て
い
ま
す
。
震
災
の
影
響
が
大 

き
い
今
こ
そ
、
現
実
を
直
視
し 

今
何
が
で
き
る
の
か
、
求
め
ら 

れ
る
の
は
何
か
を
見
極
め
、
よ 

り
良
い
方
向
性
を
見
い
だ
す
こ 

と
が
肝
要
で
す
。
今
後
予
定
さ 

れ
て
い
る
敬
老
会
や
福
祉
バ
ザ 

ー
等
、
多
様
化
す
る
ニ
ー
ズ
に 

ど
う
応
え
ら
れ
る
か
、
問
題
は 

山
積
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。 

又
、
行
政
よ
り
受
け
る
補
助
金 

等
の
減
額
や
見
直
し
等
々
、
独 

自
の
判
断
と
決
断
力
が
必
要
不 

可
欠
で
あ
り
社
会
福
祉
協
議
会 

に
対
す
る
期
待
は
大
き
い
と
思 

い
ま
す
。
こ
の
難
局
を
乗
り
切 

る
た
め
皆
さ
ん
と
共
に
知
恵
を 

出
し
合
い
頑
張
り
た
い
と
思
い 

ま
す
。
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お 

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

「
ご
安
全
に
」。 

 

救
急
救
命
講
座
に 

参
加
し
て 

 

五
月
十
四
日
、
有
秋
公
民
館
と

の
共
催
事
業
と
し
て
「
救
急
救

命
講
座
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

公
民
館
体
育
室
に
お
い
て
、
有

秋
分
署
救
急
隊
の
指
導
を
受
け

心
肺
蘇
生
法
と
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動

体
外
式
除
細
動
器
）
の
取
り
扱

い
方
法
を
学
び
ま
し
た
。 

心
肺
蘇
生
法
に
つ
い
て
は
、
ま 

ず
本
人
の
意
識
や
呼
吸
を
確
認 

す
る
た
め
顔
を
近
づ
け
声
を
か 

け
「
見
て
、
聞
い
て
、
感
じ
て 

」
を
心
に
し
て
、
呼
吸
を
確
認 

し
、
呼
吸
が
な
け
れ
ば
胸
の
中 

心
を
圧
迫
し
て
蘇
生
を
試
み
る
。 

同
時
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
自
動
音
声
ガ 

イ
ド
に
沿
っ
て
と
り
つ
け
試
み 

る
。
こ
の
時
大
切
な
こ
と
は
金 

属
類
は
体
か
ら
取
り
除
く
こ
と 

で
す
。
金
属
を
つ
け
た
ま
ま
だ 

と
火
傷
を
し
て
し
ま
う
か
ら
で 

す
。
人
を
助
け
る
こ
と
は
一
人 

で
は
難
し
い
の
で
周
り
の
人
に 

声
を
か
け
救
急
車
の
手
配
を
お 

願
い
し
た
り
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
持
っ 

て
き
て
も
ら
っ
た
り
、
胸
の
圧 

迫
を
交
代
で
行
う
な
ど
し
て
救 

命
に
あ
た
る
こ
と
が
大
切
だ
と 

指
導
を
う
け
ま
し
た
。 

実
技
終
了
後
た
く
さ
ん
の
質
問 

が
で
た
が
、「
消
防
署
の
職
員
の 

方
が
丁
寧
に
教
え
て
く
れ
て
よ 

か
っ
た
。
い
ざ
と
な
っ
た
ら
ス 

ム
ー
ズ
に
対
応
で
き
る
か
心
配 

だ
。
何
回
か
や
ら
な
い
と
忘
れ 

て
し
ま
う
」
な
ど
の
声
が
聞
か 

れ
た
。 

 
 
 
 
 

（
Ｓ
）  

新
任
社
協
地
区
担
当 

小 

倉 

梓 

 
 

     

日
頃
は
市
原
市
社
会
福
祉
協

議
会
等
の
地
域
福
祉
活
動
に
御

理
解
と
御
協
力
を
賜
り
厚
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

市
原
市
社
会
福
祉
協
議
会
は

「
地
域
福
祉
を
推
進
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
団
体
」
と
し
て

従
来
か
ら
地
域
ぐ
る
み
で
福
祉

の
ま
ち
づ
く
り
活
動
に
取
り
組

ん
で
お
り
ま
す
。
当
地
区
に
お

い
て
は
「
地
域
福
祉
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
」
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、

「
災
害
時
の
取
り
組
み
」
を
テ

ー
マ
に
「
誰
し
も
が
住
み
慣
れ

た
地
域
で
自
立
し
て
暮
ら
せ
る

ま
ち
」
の
実
現
を
目
指
し
て
地

域
の
方
々
と
共
に
議
論
を
重
ね

て
お
り
ま
す
。
今
後
は
小
学
校

区
へ
の
細
分
化
を
進
め
、
よ
り

小
域
で
の
課
題
解
決
、
改
善
の

為
の
取
り
組
み
の
拡
充
を
地
域

の
皆
様
と
共
に
考
え
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
社
協

と
し
て
地
域
の
諸
問
題
に
対
応

し
て
い
く
為
に
は
、
地
区
毎
に

独
自
性
を
持
っ
た
地
域
福
祉
活

動
を
進
め
て
い
く
こ
と
の
で
き

る
組
織
作
り
が
必
要
不
可
欠
で

あ
る
と
し
、
地
区
社
協
化
計
画

を
推
進
し
て
い
ま
す
。
そ
の
よ

う
な
中
で
今
年
度
か
ら
姉
崎
保

健
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
拠
点
を
お

き
、
私
、
小
倉
が
地
区
担
当
と

し
て
常
駐
し
て
お
り
ま
す
。 

よ
り
地
域
に
近
く
な
っ
た
こ
と

で
皆
様
と
の
関
わ
り
も
増
え
て

い
く
こ
と
と
思
い
ま
す
。 

こ
れ
か
ら
皆
様
方
の
御
協
力
と

御
指
導
を
得
な
が
ら
懸
命
に
力

を
つ
く
し
て
い
き
ま
す
の
で
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

                              

 

                

い
き
い
き
サ
ロ
ン
事
業
で
は
、 

食
事
や
お
茶
の
時
間
外
に
、
保

健
師
・
栄
養
士
・
歯
科
衛
生
士

さ
ん
他
、
公
民
館
を
利
用
し
て

い
る
サ
ー
ク
ル
の
方
々
に
よ
る

催
し
物
が
行
わ
れ
、
参
加
さ
れ

る
方
々
を
和
や
か
に
さ
せ
て
頂 

い
て
い
ま
す
。 

（
問
合
せ
先
）
公
民
館
窓
口
へ 

  

▼
会
食
会
▲ 

 

毎
月
第
四
水
曜
日
に
開
催
し

て
い
ま
す
。 

但
し
、
十
一
月
は
十
六
日
（
第 

三
水
曜
日
）
、
十
二
月
は
十
四

日
（
第
二
水
曜
日
）
の
開
催
と

な
り
ま
す
。 

 

▼
茶
話
会
▲ 

  

毎
月
第
二
火
曜
日
開
催
し

て
い
ま
す
。 

但
し
、
八
月
は
、
暑
い
た
め

中
止
し
て
い
ま
す
の
で
、
お
間

違
え
の
無
い
よ
う
に
お
願
い
し

ま
す
。 

ま
た
、
春
と
秋
の
二
回
公
民

館
を
出
て
、
外
で
開
催
し
ま
す
。 

 
               

 
 

  

毎
月
支
所
二
階
会
議
室
を
利

用
し
て
開
催
し
て
い
ま
す
。 

 

な
お
、
八
月
は
暑
い
た
め
中

止
し
て
い
ま
す
の
で
、
お
間
違

え
の
無
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま

す
。 

参
加
は
、
三
歳
未
満
を
対
象
で

無
料
で
す
。 

  

編
集
後
記 

 

今
年
か
ら
市
原
市
社
会
福
祉
協 

議
会
有
秋
支
部
の
広
報
紙
「
あ 

お
ぞ
ら
」
は
手
作
り
で
の
発
行 

と
な
り
ま
し
た
。
予
算
的
に
も 

厳
し
く
な
り
一
色
刷
り
で
は
あ 

り
ま
す
が
一
生
懸
命
作
り
ま
し 

た
。
原
稿
を
寄
せ
て
い
た
だ
き 

ま
し
た
皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ 

ま
す
。
（
Ｓ
） 

     

大沼 一郎 

前川 郁恵 

鈴木 節子 

東島 光子 

清水 嘉子 

並木 とみ 

榊  静夫 

小倉  梓 

平成 23 年度 有秋地区町会長名簿 
No 町   会 氏   名 

1 片又木 齋 藤  敏 雄 

2 迎田 齋 藤  年 雄 

3 永藤 矢 田 部  貞 雄 

4 不入斗 田 中  斉 

5 豊成 會 本  和 史 

6 立野 和 田  久 男 

7 深城 鈴 木  利 昭 

8 天羽田 鶴 田  建 男 

9 山谷 藤 谷  昌 秋 

10 有秋台東２丁目第１ 佐 々 木  達 雄 

11 有秋台東２丁目第３ 長 谷 川  継 紀 

12 有秋台東２丁目第４ 小 野  和 男 

13 有秋台東３丁目 副 島  渡 

14 有秋台西１丁目第１ 石 川  淳 

15 有秋台西１丁目第２ 有 川  直 樹 

16 有秋台南 佐 藤  博 

17 椎の木台 中 島  徹 

18 雇用促進迎田住宅 小 松  吉 洋 

19 桜台自治会 内 田  信 宜 

20 こ ぼ り 木 原  延 浩 

21 いちはら緑園都市 有 賀  高 明 

22 有 秋 東 榊  静 夫 

23 あねがさきニュータウン 高 野  好 夫 

24 み ど り 石 川  雅 朗 

25 不入斗平成 長 谷 部  俊 雄 

26 有秋台東２丁目第２ 萱 嶋  輝 生 

27 スカイタウン有秋台西 佐 藤  重 光 

い
き
い
き
サ
ロ
ン
事
業 

防災訓練へ 

参加しましょう!！ 

9 月 4 日（日）有秋西小学校

グラウンドにおいて、 

「市原市総合防災訓練」が開

催されます。東日本大震災の

記憶が新しいうちに防災訓

練に参加して下さい。 

敬老会へのおさそい 

9 月 19 日（祝）アネッサにお

いて「有秋地区敬老会」が開

催されます。昨年度から参加

者年齢が順次引き上げられ、

今年度は 72 才以上（昨年度案

内があった方）となります。 

福祉バザー 

ご協力のお願い 

11 月 6 日（日）有秋公民館体

育室において「有秋地区福祉

バザー」が開催されます。町

会の皆様に連絡しますので

「野菜」「食品」「生活用品」

「衣類」等のたくさんの提供

をお願いします。 

子
育
て
支
援
事
業




